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■高分子と生体適合性理論の最新版！生体適合性を向上させるさまざまな表面処理技術や、
　 バイオインターフェースの解析技術、血液適合性の評価手法についても紹介

■技術・理論だけに留まらず、バイオマテリアル事業を成功させるための医工連携についてや、医療ニーズ収集などの、
　上市を達成するために必要な視点や戦略、実例として医療機器メーカーが実際に採用したプロセスなども紹介

■産・官・学から多数の執筆者。それぞれが融合することで得られる利点とは？新しい医工連携とビジネススタイルを導く

　　◎ 生体適合性に関与する新しいパラメーター「水和構造」とは？  

　　◎ 高い血液適合性・抗血栓性を実現する表面設計とは？　　　　  

　　◎ 細胞の接着、分化を制御する表面微細形状とは？　　　　　　　 

　　◎ 医療機器市場拡大の背景は？ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　◎ 医療機器メーカーが原材料に求める事とは？　　　　　　　　　　

◎ 高精度バイオセンサを実現する表面設計とは？

◎ タンパク吸着/細胞接着を抑制する表面設計とは？

◎ 血液適合性の評価方法は？

◎ 医療用材料開発の留意点は

◎ ものづくり企業が無理なく円滑に参画する方法とは？


